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＊1    『京都大学生態学研究センターニュース』     No.19（1993）7ページ参照　http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/ecology/activities/images/publish_pdf/no0019.pdf
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＊1   les Structures élémentaires de la parenté 











































































































































































































































































































































































2 2011年8月5日 熱帯雨林の不思議な生き物たち 湯本貴和（地球研 教授） 日本では見たことも聞いたこともない不思議な生き物のお話 73人
3 2012年8月3日 「アルベド」ってなんだろう 檜山哲哉（地球研 准教授） 色・材質別に表面温度を測り、光の反射から地球温暖化を学んだ 45人
4 2013年8月2日 田んぼの土のひみつ 橋本慧子（地球研 プロジェクト研究員） 田んぼの土の特徴を実験で知り、水の環境問題についても考えた 73人








































































































































































































































































































































































































































































































と、study of thinking about the past。英語
の考古学はarchaeology、もしくはstudy of 
age  of  things。「考える」の部分がないんで
す。おそらく、logosのなかにそういうニュア
ンスが含まれているのだと思いますけれど。





to think about the pastがわかれば、おそら











＊2 　 TED；Technology, Entertainment, Design＊1　Android／ iOSアプリ「環境観でつながる世界」
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本誌の内容は、地球研のウェブサイトにも
掲載しています。郵送を希望されない方は
お申し出ください。
本誌は再生紙を使用しています。
編集後記
『地球研ニュース』第51号をお届けします。いつ
もとちがい、特集記事が最後です。楽屋裏の事情
です。その特集3「地球研フォーラムの検証」では、
7月12日開催の「第13回地球研フォーラム」を基
礎に置きつつも、少々整理の時間をいただいたこ
とを活かして、「オープンさ」、「創造力」、「共鳴」と
いった視点から捉えなおしています。
　最初の二つの特集は、地球研で自然科学の教育・
実習を行なう意味を考えるものです。特集1「事業
の報告」では、「同位体環境学講習会2014」をふり
かえり、安定同位体分析の技術向上の機会を提供
することで見えてくる地球研の役割を検証、特集2
「サイエンス教育から考える地球環境学」では、地球
研オープンハウスのなかで実施している「地球研
キッズセミナー」という場から見えてくる初等教
育と地球環境学との関係を取り上げています。「サ
イエンス教育から考える地球環境学」は、次号に続
きます。次号では、サイエンス教育一般について議
論した内容をお届けしますので、お楽しみに。
　特集は、3件ともインドアでの行事が対象です。
フィールドの生き生きとしたさまをお伝えしてき
た地球研ニュース。このままでは、どこかものたり
ない。オマーンでの「沙漠の魚市場」との出合いを
取り上げた「百聞一見」、「富士癒しの森研究所」に
おける周辺地域での森づくりへの波及をめざし
た事業計画の立案を取り上げた「前略 地球研殿」
は、そんな本号に、フィールドの息吹を吹き込んで
います。そして、「晴れときどき書評」。『伊谷純一
郎著作集』への読みをとおして、地球環境学が考
えるべきことを示した論考に仕上がりました。（熊
澤輝一）
